
S-Sマーク（Stretcher-Strain mark）
と呼ばれる表面模様の抑制が長年の課題でした。この課題解決に
際し、原子の立方体分布が調べられる最新鋭の「3次元アトムプ
ローブ」装置を活用して、試料調製、測定および解析方法の技術確
立を行い、金属元素の3次元分布を明らかにしました。そして、微
小なクラスター（原子の集合体）を形成させることで、S-Sマーク
の抑制を実 クラスター
今後、自動車メーカーへの材料提案を展開するとともに、鉄鋼

材料などの性能向上にも本解析技術を活用していきます。

未利用エネルギー源を活用する技術開発
国内で問題となっている電力事情に対して、従来は使われてい
ない未利用エネルギーの利用技術について紹介します。
火山国・日本の各地に存在する再生可能エネルギー・地熱。そこ
から生まれる温泉や蒸気を活用して発電する小型バイナリー発電
システム「マイクロバイナリー」




